
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

【【既既設設橋橋のの最最適適延延命命化化方策の策定に関する研究】】  

 

 

 

資 料 － 1

新規プロジェクトチームの設立 



新都市社会技術融合創造研究会 
「既設橋の最適延命化方策の策定に関する研究」 

 研究計画書（案） 
 

1.研究テーマ； 
  「既設橋の最適延命化方策の策定に関する研究」 
2.研究目的； 
  今後飛躍的に増大する橋梁の高齢化に対応するため，健全性を把握し適切に補修補強を施して橋梁

の延命化を図ることが重要である． 
本研究では，橋梁群の最適な維持管理・延命化を行うために，下記の研究を行う． 
① 各種の劣化要因に対し，モニタリングや信頼性評価をベースとした橋梁群の相対的な安全性評価

法を開発する． 
② 既設橋を延命化させるための各種方策を吟味した上で，一連の統合したシステムを構築するとと

もに，最適延命化方策の策定に関する仕組みづくりを行う． 
③ 劣化現象に応じた調査計測手法・補修補強工法の選定フローの機能拡充および高度化を行い，個

別橋梁に対しても実務支援に十分応えうることを検証する． 
3.研究開発の目標； 
 ◆モニタリングや信頼性評価をベースとした橋梁群の安全性評価・延命化システムの開発 
 ◆最適延命化に資する調査計測手法について選定フローの機能拡充，高度化 
 ◆最適延命化に資する補修補強工法について選定フローの機能拡充，高度化 
4.研究内容と手法； 
昨年度までに構築された代表橋梁のモニタリングシステムを活用し，モニタリングデータや各種交

通情報に基づく橋梁環境の現状評価を行うとともに，信頼性評価手法を用いた類似環境下における橋

梁群の相対的な安全性評価法を開発する．合わせて，適切なモニタリング・実地検分・安全性評価・

余寿命評価・対応方策の検討・橋梁群の延命化方策の最適化の吟味等について，一連の統合的な管理

システムを構築する．また，各種新技術・新工法を適切に踏まえ，最適な延命化方策の策定をするた

めのシステムと人づくりをすすめる． 
その他の劣化要因に対しても同様に，連動した統合的なシステムの検討を行う． 
最適な延命化方策を採るために必要な，調査計測手法や補修補強工法の選定フローについては，判

定機能を追加するなどソフトの機能拡充，高度化を図るとともに，その機能を検証，洗練する． 
  また，上記の円滑な実施に当たり，維持管理に携わる技術者の利便性の向上や広範な利活用を進め

るため，マニュアル等の作成やシステムのＮＥＴＩＳ登録をすすめる． 
5.研究期間； 
  平成 19年（2007）７月 ～ 平成 22年（2010）３月 （約３年間） 
6.研究体制； 
  別紙に示す産・学・官、35の企業・団体 
7.研究費用及びその負担方法等； 
  未定 
 

以上 
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既設橋の最適延命化方策
の策定に関する研究

プロジェクトリーダー

京都大学大学院教授 宮川豊章
（産：32社45人 学：6人 官：7人）

研究背景

 「荒廃する日本」としないために・・
 維持管理費の縮小

 劣化構造物の増加

 効率的な管理

 維持管理作業の地域レベルでの最適配分
 延命化方策の効率的な適用

 劣化現象に応じた具体的な補修補強工法・
調査法の選定支援
 最適で効果的な技術の適用

 モニタリングシステム・統計量・気象情報の
活用

米国マイアナス橋(‘83)
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研究目的

 上位目標
 既設橋の最適延命化方策の策定を支援するシステムの
提供

 維持管理作業の最適配分

 目的
 モニタリングデータ・交通情報・気象情報などの環境情報
と信頼性評価法に基づく地域レベルでの相対的な橋梁健
全度評価システムの構築

 劣化現象に応じた最適な調査法・補修補強法の選定シス
テムの構築

地域レベルでの相対的な橋梁健全度評価

 路線上で連結された
モニター橋

 環境データの活用
 モニタリングデータ

 交通統計量

 気象情報

 環境要因の把握
 疲労

 塩害

 中性化

 信頼性評価手法の
適用

重点
監視

重点
監視

重点
監視

準
監視

準
監視
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調査法・補修補強工法の最適選定システム

 劣化現象に応じた技術の選定支援

 調査法から補修補強工法選定までの支援

 調査法選定システム

 補修補強工法選定システム

インフラセキュリティシステム

 延命化技術の最適配分を支援する

 維持管理作業の効率化

 補修工法などの効果的な適用

 システムの統合化
 橋梁群の相対的な健全度評価法

 最適な調査法・補修補強工法の選定
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延命化Ⅱ・メンバー表（第１版） 07/06/01現在

氏名 （代理･兼務等） 所属 部署 役職 電話番号 摘要

宮川　豊章 京都大学大学院 工学研究科社会基盤工学専攻 教授 075-383-3172 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ

河野　広隆 京都大学大学院 工学研究科都市環境工学専攻 教授 075-383-3320

杉浦　邦征 京都大学大学院 工学研究科社会基盤工学専攻 教授 075-383-3160 ｻﾌﾞ･ﾘｰﾀﾞｰ

服部　篤史 京都大学大学院 工学研究科社会基盤工学専攻 准教授 075-383-3174

山本　貴士 京都大学大学院 工学研究科社会基盤工学専攻 助教 075-383-3173

大島　義信 京都大学大学院 工学研究科都市環境工学専攻 助教 075-383-3321

加藤　俊昌 国土交通省近畿地方整備局 道路部 地域道路調整官 06-6942-1141

野中　砂男 国土交通省近畿地方整備局 道路部　道路管理課 課長 06-6942-1141

伊藤  繁之 国土交通省近畿地方整備局 近畿技術事務所 副所長 072-856-1941

中川　圭正 国土交通省近畿地方整備局 道路部　道路管理課 課長補佐 06-6942-1141

有岡　暢晋 国土交通省近畿地方整備局 道路部　道路管理課 維持修繕係長 06-6941-2500

石川　次郎 JBEC海洋架橋･橋梁調査会 近畿支部 支部長 06-6944-8551

狩野　裕之 JBEC海洋架橋･橋梁調査会 近畿支部　技術第三課 課長 06-6944-8551

WG1 （17社20+兼5人）

中山　昭二 （株）ソーキ SRSソリューション事業部 事業部長 06-6586-1707 幹事長

日紫喜 剛啓 鹿島建設（株） 研究･技術開発本部　技術研究所 次長 ０４２４－８９－７２９５

大村　恵治 鹿島建設（株） 関西支店　土木部　設計グループ グループ長 06-6946-7218 幹事　

山根　隆志 極東工業（株） 事業開発本部　技術企画課 課長 ０３－３２６９－４６２３

前田　敏也 清水建設（株） 土木技術本部 技術第５部 ﾗｲﾌｻｲｸﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾝｸﾞG 課長　ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 ０３－５４４１－０１８６

小俣　富士夫 ショーボンド建設（株） 補修工学研究所　大阪試験室 室長 06-6965-4355

田底　成智 中央復建コンサルタンツ（株） 保全技術系グループ 統括リーダー 06-6160-3216 幹事　

太田　弘次 中央復建コンサルタンツ（株） 保全技術系グループ 主任 06-6160-3216

塩谷　智基 飛島建設（株） 技術研究所　先端計測プロジェクト ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ ０４－７１９８－７５７２

宮原　哲 日本技術開発（株） 大阪支社　道路・交通部 部長 06-6377-4929

庄司　和晃 日本技術開発（株） 大阪支社　道路・交通部　構造・橋梁グループ 06-6377-4929

大西　豊 （株）　ニュージェック 大阪本社　道路グループ　道路第二チーム マネージャー 06-6374-4838

内田　諭 （株）　ニュージェック 大阪本社　道路グループ　橋梁チーム 主任 06-6374-4483

蓮井　昭則 （株）　間組 技術・環境本部　技術研究所　技術研究第一部　 部長 ０２９－８５８－８８１３

富山　春男 パシフィックコンサルタンツ（株） 大阪本社交通技術部 構造２グループ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 06-4964-2296 幹事　

藤沢　匡尚 パシフィックコンサルタンツ（株） 大阪本社交通技術部 耐震・橋梁保全グループ 06-4964-2296

佐藤　昌義 （株）　宮地鐵工所 保全部　保全技術グループ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ ０３－５６４３－１７７１

寺下　諭吉 八千代エンジニヤリング(株) 大阪支店　技術第一部 部長 06-6945-9214

吉岡　正幸 八千代エンジニヤリング(株) 大阪支店　技術第一部 主幹 06-6945-9214

能登　宥愿　 橋梁技術塾 塾長 045-364-9794

真鍋　英規 WG2 （株）富士ピー・エス 西日本支店　技術部　土木技術チーム ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ　副部長 06-6372-0380

金好　昭彦 WG3 大鉄工業（株） 本社　土木本部　技術室 室長 06-6394-1286

江良　和徳 WG3 極東工業（株） 大阪支店　技術部　技術課 06-6397-0173

奥野　正富 WG4 NTTインフラネット（株） 関西支店　事業開発本部　開発企画部 部長 06-4705-7595

岩井　稔 WG5 鹿島建設（株） 土木管理本部　土木技術部　ﾘﾆｭｰｱﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 課長 ０３－５４７４－９１２２

WG2 （７社8人）

真鍋　英規 （株）富士ピー･エス 西日本支店　技術部　土木技術チーム ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ　副部長 06-6372-0380 主査

奥野　正富 WG4 NTTインフラネット（株） 関西支店　事業開発本部　開発企画部 部長 06-4705-7595 幹事　

高橋　謙一 オリエンタル建設（株） 大阪支店　開発企画部　ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾁｰﾑ担当 副部長 06-6446-0253 幹事　

中橋　一壽 オリエンタル建設（株） 大阪支店　技術部　設計チーム 課長 06-6446-0273

橋村　義人 計測技研（株） 統括部長 06-6426-7778

小林　貞之 WG4 （株）　間組 .大阪支店　土木部 工事部長 06-6348-1154

張　建東 （株）ピーエス三菱 大阪支店　土木統括部　技術グループ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 06-6881-1172

室田　敬 三井住友建設(株) 大阪支店　土木部　技術グループ 部長代理 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 06-6220-8741

WG3 （15社17人）

金好　昭彦 大鉄工業（株） 本社　土木本部　技術室 室長 06-6394-1286 主査

小川　光博 青木あすなろ建設（株） 大阪本店　技術本部　技術部 担当課長 06-6440-1814

川添　靖展 （株）淺沼組 大阪本店土木技術工務部技術グループ 主任 06-6763-6254

竹田　宣典 （株）大林組 技術研究所　土木材料研究室　LCCグループ グループ長 ０４２４－９５－０９３７

岩井　稔 WG5 鹿島建設（株） 土木管理本部　土木技術部　ﾘﾆｭｰｱﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 課長 ０３－５４７４－９１２２

木本　輝幸 川田工業（株） 橋梁事業部　四国技術部　設計二課 課長代理 ０８７７－３２－５１１５

江良　和徳 極東工業（株） 大阪支店　技術部　技術課 06-6397-0173 幹事　

為石　昌宏 （株）　鴻池組 大阪本店　土木技術部 主任 06-6244-3617

宇野　洋志城 WG5 佐藤工業（株） 技術研究所 主任研究員 ０４６－２７０－３０９１

丸屋　剛 大成建設（株） 技術ｾﾝﾀｰ土木技術研究所土木構工法研究室 主席研究員 ０４５－８１４－７２２８

芦田　公伸 電気化学工業（株） 青海工場　無機材料研究センター 主任研究員 ０２５－５６２－６３０３

田口　雅彦 東急建設（株） 大阪支店　土木部 担当部長 06-6377-6570

早川　健司 WG5 東急建設（株） 技術研究所　土木研究室 ０４２－７６３－９５０７

辻子　雅則 飛島建設（株） 大阪支店　土木事業部　土木ｸﾞﾙｰﾌﾟ　技術ﾁｰﾑ 課長 06-6227-6622

重金　治彦 飛島建設（株） 大阪支店　奈良営業所 所長 0742-26-0723

佐古　周一 （株）ハルテック 技術グループ 設計部 和歌山チーム 主任 0738-65-1234

北川　淳一 三菱重工橋梁ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株） 橋梁技術部設計２グループ 082-292-3124

WG4 (４社４人)

奥野　正富 WG2 NTTインフラネット（株） 関西支店　事業開発本部　開発企画部 部長 06-4705-7595 主査

都志　益一 （株）　ソーキ 代表取締役 06-6586-1707

小林　貞之 WG2 （株）　間組 .大阪支店　土木部 工事部長 06-6348-1154

永谷　秀樹 （株）　宮地鐵工所 技術本部設計部　技術開発Ｇ 課長代理 ０４３６－４３－２１１４

WG5 (３社３人)

岩井　稔 WG3 鹿島建設（株） 土木管理本部　土木技術部　ﾘﾆｭｰｱﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 課長 ０３－５４７４－９１２２ 主査

宇野　洋志城 WG3 佐藤工業（株） 技術研究所 主任研究員 ０４６－２７０－３０９１

早川　健司 WG3 東急建設（株） 技術研究所　土木研究室 ０４２－７６３－９５０７

総員： 産32社47人＋学1(6)+官2(7)＝35団体60人

新都市社会技術融合創造研究会 (1/1) 既設橋の最適延命化方策の策定・評価に関する研究プロジェクト
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新都市社会技術融合創造研究会 入会応募用紙 
※(１)参加者氏名 

 

(組織名及び代表者) 

組織：京都大学大学院工学研究科＊1) 

代表：教授 宮川豊章 

※(２)参加者＊2)･代表者の連絡先 

 

 

代表の連絡先 

住所：〒615-8540 京都市西京区京都大学桂４ 

電話：075-383-3172 ・ ＦＡＸ：075-383-3177 

e-mail：miyagawa@sme.kuciv.kyoto-u.ac.jp 

※(３)参画または研究したい技術テーマ 

 

 

「既設橋の最適延命化方策の策定に関する研究」 

 

※(４)研究テーマの概要 

 

 

 

 

 

（目的、目標について概要をご記入ください） 

・既設橋の延命化のためのシナリオデザインをすすめる 

・橋梁の各種劣化要因に着目し､適切な性能評価を行うととも

に最適な延命化方策の策定に資する提案を行う 

・橋梁の荷重載状態や各種要因による劣化状態を適切に把握す

るとともにその劣化予測をすすめる 

・当初設計段階における｢維持管理の設計｣に関する提案を行う

 

※(５)研究概要 

 

 

 

 

 

（研究項目、研究体制、研究費用及びその負担方法な 

ど現段階で想定できる範囲でお示しください。） 

・光ファイバー等を活用した計測手法による橋梁の遠隔自動モ

ニタリングを継続し、荷重載過状態を把握するとともに「イン

フラ･セキュリティ･システム」を実稼動させる 

・補修補強工事等における橋梁の諸数値を計測し、補修補強効

果の確認と検証を継続的に行う 

・延命化を図るために行う計測調査や補修補強等に寄与する新

工法新技術の調査と適用性・実用度について考察する 

・これまでに構築した調査計測手法選定システム、対策工法選

定システムの高度化・判定機能の追加と洗練をする 

※(６)本会に期待する支援の内容 

 

 

・適用可能な実路線、実橋梁の提供 

・システムの導入･運用等に協力･共同研究が可能な産・

官の参画 

(７)その他 

 

 

＊1) ＊2)京都大学大学院工学研究科からの参加者は、 

別紙のとおり 

※ の項目は必須事項 
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新都市社会技術融合創造研究会 入会応募用紙 
※(１)参加者氏名 

 

(組織名及び代表者) 

組織：近畿地方整備局 道路部、近畿技術事務所＊1) 

代表：道路部道路管理課 課長 野中砂男 

※(２)参加者＊2)･代表者の連絡先 

 

 

代表の連絡先 

住所：〒540-8586 大阪市中央区大手前 1-5-44 

電話：06-6942-1141 ・ ＦＡＸ：06-6949-0867 

e-mail：nonaka-s86ux@kkr.mlit.go.jp 

※(３)参画または研究したい技術テーマ 

 

 

「既設橋の最適延命化方策の策定・評価に関する研究」

※(４)研究テーマの概要 

 

 

 

 

 

（目的、目標について概要をご記入ください） 

・橋梁の劣化要因に着目し､適切な現存性能の評価を行うととも

に最適な延命化方策の策定・評価に資する技術 

・橋梁の荷重載荷状態や劣化状態から将来の劣化進行度を予測

する技術 

・構造物当初設計段階における｢維持管理を考慮した設計｣に反

映させるための技術事例集 

・安価な橋梁モニタリングシステムを確立させるための技術 

※(５)研究概要 

 

 

 

 

 

（研究項目、研究体制、研究費用及びその負担方法など 

現段階で想定できる範囲でお示しください。） 

・光ファイバー等を活用した橋梁の遠隔自動モニタリングを通

して、「インフラ･セキュリティ･システム」を構築するために必

要となる実橋梁の選定と提供 

・延命化を図るために行う計測調査や補修補強等に寄与する新

工法新技術の試験施工の評価・普及 

・これまでに構築した調査法選定システム、工法選定システム

の試行運用と普及に関する講習会等の開催 

※(６)本会に期待する支援の内容 

 

 

・既設橋梁等構造物の延命化のための対応方策と実用的なシス

テムの提案可能な産・学の参画 

・システムの導入･運用等に協力･共同研究が可能な産・学の参

画 

(７)その他 

 

 

＊1) ＊2)近畿地方整備局からの参加者は、 

別紙のとおり 

※ の項目は必須事項 
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※(１)参加者氏名 

 

(組織名及び代表者) 

組織：既設構造物の延命化研究会＊1) 

代表：中山昭二 (株式会社ソーキ SRS ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業部) 

※(２)参加者＊2）･代表者の連絡先 

 

 

代表の連絡先 

住所：〒550-0025 大阪市西区九条南 4-2-4 

電話：06-6586-1707 ・ ＦＡＸ：06-6586-1277 

e-mail：nakayama@sooki.co.jp 

※(３)参画または研究したい技術テーマ 

 

 

「既設橋の最適延命化方策の策定に関する研究」 

 

※(４)研究テーマの概要 

 

 

 

 

 

（目的、目標について概要をご記入ください） 

・構造物の各種劣化要因に着目し､適切な性能評価を行うととも

に最適な延命化方策の策定に資する提案を行う 

・橋梁の荷重載状態や各種要因による劣化状態を適切に把握す

るとともにその劣化予測をすすめる 

・当初設計段階における｢維持管理の設計｣に関する提案を行う

 

※(５)研究概要 

 

 

 

 

 

（研究項目、研究体制、研究費用及びその負担方法な 

ど現段階で想定できる範囲でお示しください。） 

・光ファイバー等を活用した計測手法による橋梁の遠隔自動モ

ニタリングを継続し、荷重載過状態を把握するとともに「イン

フラ･セキュリティ･システム」を実稼動させる 

・補修補強工事等における橋梁の諸数値を計測し、補修補強効

果の確認と検証を継続的に行う 

・延命化を図るために行う計測調査や補修補強等に寄与する新

工法新技術の調査と適用性・実用度を考察する 

・これまでに構築した調査計測手法選定システム、対策工法選

定システムの高度化、判定機能の追加と洗練をする 

・上記の円滑な実施に際して、利便性の向上や広範な利活用を

進めるためマニュアル等の作成およびNETIS登録を目指す 

※(６)本会に期待する支援の内容 

 

 

・適用可能な実路線、実橋梁の提供 

・システムの導入･運用に連携･共同研究していただける

学、官の参画 

(７)その他 

 

＊1) ＊2)｢既設構造物の延命化研究会｣への参加者は、 

別紙のとおり 

※ の項目は必須事項 
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※(１)参加者氏名 

 

(組織名及び代表者) 

（財）海洋架橋・橋梁調査会 

   近畿支部 支部長 石川次郎 

※(２)参加者･代表者の連絡先 

 

 

住所：〒540-0012 大阪市中央区谷町１－３－５ 

電話・FAX 番号：０６－６９４４－８５５１，８５５６

e-mail：ishikawa@jbec.or.jp 

※(３)参画または研究したい技術テーマ 

 

 

・橋梁の延命化の関する手法の研究 

・橋梁のモニタリングに関する研究 

 

※(４)研究テーマの概要 

 

 

 

 

 

（目的、目標について概要をご記入ください） 

 

 

・参加することによって技術レベルを上げ、国道橋の

補修補強、コンクリート構造物の延命化に役立てた

い 

※(５)研究概要 

 

 

 

 

 

（研究項目、研究体制、研究費用及びその負担方法な 

ど現段階で想定できる範囲でお示しください。） 

 

 

・業務が国の委託に基づくため、独自の動きはしがたい

が、国の承諾を得て各資料を提供出来る。 

※(６)本会に期待する支援の内容 

 

 

 

 

 

・業務上並びに個人的勉強の場としたい。 

・官の了解を得て調査資料の提供が出来る。 

(７)その他 

 

 

 

 

 

 

※ の項目は必須事項 
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